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福島県の復興状況や放射線の健康影響に対する意識や関心・理解などに着目した継続的なアンケート調査を

実施した。2023 年の調査では福島と東京での福島第一原発廃炉に関する意識の違いについて分析検討した。 
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1. 緒言 

福島県の復興状況や放射線の健康影響に対する意識や関心・理解などに着目した継続的なアンケート調査

を実施した。本研究では主に東京都民と福島県民の意識の比較結果を示す。 

2. 調査方法 

調査方法はインターネットアンケートで、東京都民（1,000サンプル）、福島県民（500サンプル）について

実施した。調査対象は 20歳から 69歳の男女である。年代別には男女それぞれ東京都民 100サンプル、福島

県民 50サンプルとした。調査は 2023年 9月 6日～8日に実施した。 

3. 結果 

東京都民について放射線の健康影響に関する理解は進んでいるが、今回の調査では東京都民及び福島県民

ともに若い世代ほど廃炉についての関心が低いことが分かった（図１）。20 代は 60 代の半分程度であった。 

3. 結論 

若い世代の廃炉

への関心が低い状

況が、今後も継続す

るのか引き続き確

認する必要がある。

関心が低い状況で

放射線に関する懸

念が話題化した場

合、不正確な情報が

拡散しやすくなる

恐れもある。そのた

め関心の低下を防ぐ対応も重要になる。 
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